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「オーダーメード集計、匿名データの作成・提供」に係る主な論点（案） 

 

 

Ⅰ オーダーメード集計、匿名データ共通 

○ 二次的利用を推進するための基本的な考え方等 

 

Ⅰ-① 「公益性」に関する考え方の明確化 

Ⅰ-② リソースの制約への対応方策（府省共同実施、大学との連携等） 

 Ⅰ-③ 二次的利用のための統一的窓口の設置（設置府省、窓口の役割、他府省等

との連携方策等） 

 Ⅰ-④ 二次的利用に対する国民のニーズ 

 Ⅰ-⑤ 二次的利用に関する国民の啓発方策 

 

 

Ⅱ オーダーメード集計 

○ オーダーメード集計の提供の具体的な仕組み等 

 

Ⅱ-① 諸外国におけるオーダーメード集計の提供状況 

 

Ⅱ-② オーダーメード集計の対象となる統計調査（利用者ニーズとの関係） 

 

Ⅱ-③ 具体的な提供方法（秘匿措置の基準等） 

 

Ⅱ-④ 統計への信頼性を欠くような集計依頼（少ないサンプルによる集計依頼等）

への対処方針 

 Ⅱ-⑤ 集計の仕方の知的財産権の取り扱い 

 

 

Ⅲ 匿名データ 

Ⅲ-1 匿名データ作成・提供の具体的な仕組み 

 

Ⅲ-1-①  諸外国における匿名データの作成・提供状況 

Ⅲ-1-② 国内での匿名データの試行的作成・提供の状況 
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Ⅲ-1-③ 匿名データの対象となる統計調査（利用者ニーズとの関係等） 

Ⅲ-1-④ 企業・事業所系統計データの取り扱いとオンサイト利用との関係 

Ⅲ-1-⑤ レプリカ・データの提供の必要性 

Ⅲ-1-⑥ 具体的な提供体制、提供方法（手数料等）、学会との連携 

 

 

Ⅲ-2 統計委員会における匿名データの審査手続・内容等 

 

Ⅲ-2-①  委員会に提出する資料・データの内容 

Ⅲ-2-② 委員会における審査内容 

Ⅲ-2-③ 不適切利用に対する対処方針 

 

 

Ⅲ-3 匿名データ提供の中長期的な進め方 

 


